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体育祭 『 ニコニコ青春memory ～全力で創る「輝跡」の１ページ～ 』 

 ９月１０日の体育祭では、生徒たちの一生懸命な姿や演技等にたくさんの応援をいただきありがとうございまし

た。３年生は夏休み中も学校に登校し、体育祭の準備をしてくれました。当日のがんばりはもちろん大切ですが、

本校が大切にしているのは、体育祭の取り組みをとおして感動と一体感を味わうことです。昼食後に組別集会を

行い、３年生の話を聞く中で、感動と一体感がさらに深まりました。さらに、体育祭後には振り返り集会を開き、全

校で感動と一体感を共有しました。今回の体育祭で得られた力を日々の学校生活や文化祭につなげてほしいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つ上のレベルを目指せる仲間 

校長 見世 直樹 

 

2学期がスタートし、体育祭、研修旅行、生徒会選挙と様々な行事、活動を行う中で、生徒の姿から二つ

のことを強く感じています。 

一つは、「関わり合うことで一人ひとりの持っている力のレベルから更に上に行ける。」ということで

す。自分の持っている力を精一杯出し合うことで、お互いがもっと高みにいける。体育祭の準備から本番

を見ていて、生徒一人ひとりは可能性のかたまりだと、秘めている力のすごさを確信したところです。こ

の力をいざというときだけでなく、日々の生活の中でも活かしていって欲しいと思います。 

二つ目は、「やる気は何より勝る。」ということです。3年生は文化センター周辺で応援の練習をしてい

る姿もあったようです。家で特訓していたとも聞きました。1，2年生に分かり易く、粘り強く教え、チー

ムとして高い完成度のパフォーマンスを作り上げたこの「やる気」はすごかったと思います。そして、先

日の選挙では 2 年生が応援演説を受けながら、生徒会執行部としての「やる気」を語っていました。「や

る気」というのは、最終的には自分の中からわいてくる「自分の力」だと思いますが、それを出せるのは、

周りの「関わり合い」も大いに関係してくると思いました。 

2学期は様々な活動が続きます。新しく生徒会長になった生徒の立ち会い演説の言葉にもありました。 

「一人ひとりが周りを気にせず、一生懸命頑張れる学校にしたい。」と。一人ひとり 

がやる気を出すことができて、持っている力を合わせれば、今より少し背伸びした 

レベルへ行ける。これからも声をかけ合う等、関わり合う行動を考え、実行して 

いって欲しいと思います。それが最終的に自分の成長に返ってくると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組別集会で、胴上

げされた組長さん 

総合優勝の青組 集合写真 

mailto:nitinan-j@mailk.torikyo,ed.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『３年研修旅行』 

 ３年生は、９月２０日～２２日の３日間、研修旅行に出かけました。今年度も新型コロナウイルス感染症の影響に

より、関西方面の修学旅行はできませんでしたが、１日目は奥出雲町でたたらの学習と松江でのエキスカーショ

ンを行いました。２日目、３日目は１泊２日で、県内東部と中部を中心に巡り、１日目は、砂丘でサンドボードや砂

の美術館の鑑賞、そして、海と大地の自然館で山陰海岸ジオパークの学習をしました。２日目は、倉吉の白壁土

蔵群を散策したり、打吹焼の陶芸にも挑戦しました。最後は、ひるぜん高原センターで楽しい時間を過ごして帰っ

てきました。生徒たちは県内の素晴らしさを再発見し、素敵な思い出を作ることができたようです。コロナの感染

状況が落ち着かない中、送り出してくださった保護者の皆様に心よりお礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『県総体・中国大会・県吹奏楽コンクールでの活躍』 

 夏季休業中に開催された県総体では女子砲丸投げで三上柚子葉さんが第３位、淺田純伶さんが４位となり、

三上さんは中国大会に出場しました。中国大会では、自己新記録で第７位と素晴らしい成績でした。吹奏楽部

は、県吹奏楽コンクール中学校 B 部門に出場し、銅賞を受賞しました。２学期始業式では報告会を行い、活躍を

称えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（土） 西部地区秋季総体 

５日（水） 中間テスト（13時バス下校） 

６日（木） 中間テスト（１６時バス下校） 

７日（金） ３年学力診断テスト 

１２日（水） 西部地区駅伝（どらドラパーク） 

２５日（火） 県駅伝 

２６日（水） 文化祭リハ （合唱） 

２７日（木） 文化祭リハ （プレゼン・劇） 

２９日（土） 文化祭（さつきホール） 

３１日（月） 振替休業日 

新しい生徒会執行部が決まりました！ 
 

会長    足立優斗 

副会長  笹野蒼亮 圓山世津子 

役員    片岡夢夏 佐々井美緒 清水望央 

文化祭ステージ発表で交代式を行い、本格的にス

タートします。伝統を引き継ぎながら、新しい日南中

学校を創っていく２年生に期待しています！ 

１０月の主な行事 

 

体育祭を終えた生徒の感想 

【１年】結果的には負けたけど、楽しかったです。いろんなところで、一体感を味わえて楽しかったです。 

全員が本気で頑張っていて、負けていても最後まで頑張っていたので、とてもいいチームだったと 

思います。みんなで頑張れば、一体感は味わえるし、とても楽しいということが分かりました。小 

学校のときはそんなこと考えなかったけど、中学生の体育祭はまとまっていて、全員が頑張ってい 

て良かったと思いました。 

【２年】言葉にできないほどダンスが楽しいと思えて良かったし、ムカデ競走ではつまずいたけど負けなく 

てすんで良かった。応援合戦で、とても楽しく踊れたので良かった。３年生から受け継いだものを、 

来年にも生かしていけたら良いなと思います。 

【３年】「体育祭の目標は、優勝することではなく、全力で楽しむこと」という、体育祭の本当の目標であ 

る「楽しむこと」が達成できた体育祭だったと実感しています。得点では、青組が勝ちましたが、 

「体育祭を楽しむ」という面では、どちらの組も優勝だったと思います。だからこそ、最高の体育 

祭だったと思います。応援合戦では、あまり話したことがない１・２年生に、分かりやすく教えた 

り、指示できたりして、自分の成長を感じることができました。この経験を、今後の生活に生かし 

ていきたいと思います。 

陶芸体験（３日目） サンドボード体験（２日目） 松江城前での集合写真（１日目） 


